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農林業センサスの
調査員を募集しています
　2025 年農林業センサスの統計調査員を
募集しています。

農林業センサスとは
　農林業を営む農家、林業、会社や集落営
農などの経営の実態を把握し、農林業の発
展につなげるための調査です。

調査員の仕事内容
　調査対象となる世帯や事業所などを直接
訪問し、調査内容の説明、調査票への記入
依頼、回収、点検と整理を行います。

■問合せ　企画財政課広
報統計係（☎ 74-3004）

◀詳しくは町
ホームページ
からご確認く
ださい

◀詳しくは町

統計調査員の仕事が未経験な
人でも大歓迎です！

小原　陽茉里ちゃん  
　　ひまり

裕樹さん・恵梨さん
５月８日生　入江４区

　虻田神社にホタテ風鈴が飾
られました。新型コロナウイ
ルスの流行時に無病息災の祈
りを込めて始まりましたが、
子どもたちが願い事を記した
短冊もつるされ、境内を彩っ
ています。

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
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pickup news

洞
爺
湖
町
と
箱
根
町
の
姉
妹

都
市
提
携
60
周
年
記
念
式

典
が
７
月
４
日
、
箱
根
町
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
提
携
の
歴
史
は
昭
和

39
年
に
さ
か
の
ぼ
り
、
湖
や
温
泉

な
ど
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
た
旧

虻
田
町
と
箱
根
町
の
間
で
締
結
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
使
節
団
の
往

来
や
中
学
生
同
士
の
交
流
事
業
な

ど
を
積
み
重
ね
、
記
念
す
べ
き
60

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

式
典
に
は
両
町
の
議
会
や
業
界

団
体
、
自
治
会
な
ど
か
ら
約
60
人

が
出
席
。
箱
根
町
の
勝
俣
浩
行
町

長
は
「
行
政
だ
け
で
は
な
く
民
間

で
も
続
い
た
交
流
は
貴
重
な
財
産

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
下
道
英

明
町
長
は
「
両
町
の
友
情
の
輪
が

こ
れ
か
ら
も
強
く
深
く
続
い
て
い

く
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
姉
妹
都

市
の
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

続
け
て
、
大
西
智
議
長
、
箱
根

町
議
会
の
山
田
成
宣
議
長
の
立
ち

会
い
の
下
、
両
町
の
町
長
が
姉
妹

都
市
宣
誓
書
に
署
名
。
次
の
節
目

に
向
け
、
洞
爺
湖
町
と
箱
根
町
の

絆
を
深
め
ま
し
た
。

洞爺湖町・箱根町の歴史に新たな１ページ

姉妹都市提携 60 周年記念式典

１．記念式典に出席した ( 左から ) 大西議長、下道町長、勝俣箱
根町長、山田箱根町議会議長　２．握手を交わす下道町長 ( 右 )
と勝俣箱根町長　３．洞爺湖町からの式典出席者を歓迎する箱根
町の人々

１２

３

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
　第 65 回目は教育推進課工藤和大です。
■問合せ 健康福祉課福祉支援係
 （☎ 76-4006）

手話
ワンポイントワンポイント 「姉妹」「姉妹」

両手の小指を立てて、手の甲は相手側に向けて胸の
前で並べてから上下に離します
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町内唯一の高校・虻田高校の生徒が夢を実現する
ための支援として、洞爺湖町教育委員会が実施

している「君の夢応援プロジェクト」の成果発表会が
６月、同校で行われました。
　今回、発表したのは３年生の今野幹太さん。今野さ
んは昨年８月「みんなで楽しめるゲーム」の開発を目
標にし、プロジェクトに応募しました。
　今野さんは、札幌や都内のＩＴ関連企業、専門学校
などを訪問し、ゲーム用アプリの開発現場などを見学。
その活動の成果としてゲーム制作に取り組みました。
　今野さんは、シューティングゲームやホラーゲーム
など３つのゲームを作り、全校生徒の前で披露。「夢
を実現するために自分から行動する大切さ」を語り、
プロジェクトでの体験を振り返っていました。

「夢のために行動を」
君の夢応援プロジェクト成果発表会

余った食材の寄付募集
庁舎内にフードドライブの窓口開設

▶虻田高校ホームページでは「君の夢応援
プロジェクト」をはじめ、その他の教育活
動も紹介しています。スマートフォンのカ
メラで右の二次元バーコードを読み取って
ください。

成果を発表する今野さん成果を発表する今野さん

発表に耳を傾ける生徒発表に耳を傾ける生徒

寄付できる食品の例
・レトルト食品
・缶詰
・インスタント食品
※賞味期限・消費期限が１カ月未満、生鮮食品は受け付け
られません

家庭で余った食品を持ち寄り、生活に困っている
世帯や地域食堂などに届ける「フードドライブ」

の受付を始めました。
　受付場所は役場本庁舎、健康福祉センターさわやか、
温泉支所、洞爺総合支所の４カ所で、行政窓口にフー
ドドライブの拠点が設置されるのは胆振管内では初め
てとなります。
　まだ食べられる食品を廃棄する「食品ロス」の削減
にもつながりますのでぜひご協力ください。
■問合せ　いぶりサポートセンター
 （☎ 0143 － 84 － 9262）

健康福祉センターのフードドライブ受付健康福祉センターのフードドライブ受付
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夏の洞爺湖温泉の恒例行事は今年も盛り上が
りました！相変わらず人気の「鬼滅の刃」や、
世代を問わず愛されている「ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ」
などのキャラクターにな
り切ったコスプレイヤー
の姿が絶えませんでした。

ＴＯＹＡＫＯマンガ・アニメフェスタ

今回は、今秋に控えている「縄文サミッ
ト」のプレイベントとして開催。復元
された竪穴住居に縄文時代の衣装を着
て入ったり、火起こし体験などに大勢
が訪れました。

「縄文ホタテフリスビー選手権」も行
われ、子どもから大人まで参加者が飛
距離を競いました！

第 14回とうや湖縄文まつり

感染症対策で中止が続いていたレークスポーツ教室が５年
ぶりに復活！小中学生が真夏の湖で水とたわむれました。

カヌー体験では息を合わせて
オールをこぎ、バナナボート
では振り落とされないように
ボ ー ト に つ か ま り な が ら ス
ピード感を楽しみました。

レークスポーツ教室

夏の味覚を味わえる「洞爺産業まつり」は今
年も盛況！湖畔に並んだバーべキューグリル
からは肉が焼ける音と香ばしい匂いが上がり、
多くの来場者の舌を楽しませました。
おなじみの「野菜まき」も行われ、収穫され
たばかりの新鮮な野菜が夏空を飛び交いまし
た。

第 45回洞爺産業まつり
夏の味覚を味わえる「洞爺産業まつり」は今
年も盛況！湖畔に並んだバーべキューグリル
からは肉が焼ける音と香ばしい匂いが上がり、
多くの来場者の舌を楽しませました。
おなじみの「野菜まき」も行われ、収穫され
たばかりの新鮮な野菜が夏空を飛び交いまし
た。

もう楽しみましたか !?

真夏の
イベント特集

町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
町内のイベント情報や、防災情
報、各種制度の案内などを随時
発信しています。ぜ
ひ友だち追加してご
利用ください！

今月の
広報とうやこ
電子版

洞爺湖町
ホームページ

暮らしの
便利帳

ごみの分別
収集日

今月の
お知らせ
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のわだい
まち

　

知らない人には気をつけて
虻小でALSOKの防犯教室

小さな手でまちをおそうじ
桜ヶ丘保育所が清掃活動

入江・大磯地区の開拓馬を慰霊
馬頭観世音碑を参拝

供養が行われた入江馬頭観世音碑のお堂内供養が行われた入江馬頭観世音碑のお堂内

入
江
地
区
お
よ
び
大
磯
地
区
の

馬
頭
観
世
音
碑
の
建
立
記
念

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
馬
頭
観
世
音
碑
は
、
江
戸
時
代
に

蝦
夷
地
（
北
海
道
）
の
開
拓
の
た
め

に
使
役
さ
れ
た
馬
の
守
護
を
祈
っ
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
入
江
馬
頭
観

世
音
碑
は
北
海
道
で
最
も
古
い
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
副
町
長
や
教
育
長
な
ど
が

入
江
、
大
磯
を
そ
れ
ぞ
れ
回
り
、
ニ

ン
ジ
ン
や
リ
ン
ゴ
な
ど
を
供
え
、
開

拓
へ
の
貢
献
を
感
謝
し
、
供
養
し
ま

し
た
。

防犯について学んだ児童防犯について学んだ児童

地方自治の発展に尽力
篠原功さんに旭日双光章

５
24

５
30

６
５

５
28

虻
田
小
学
校
（
横
山
慎
二
校
長
）

で
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
（
ア
ル
ソ
ッ

ク
）
に
よ
る
「
あ
ん
し
ん
教
室
」
が

行
わ
れ
、
全
校
児
童
が
防
犯
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

１・
２
年
生
は
防
犯
標
語
「
い
か

の
お
す
し
」
の
意
味
を
考
え
た
り
、

容
姿
が
異
な
る
人
の
写
真
を
見
な
が

ら
不
審
者
の
特
徴
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
は
不
審
者
に
扮
し

た
ア
ル
ソ
ッ
ク
社
員
が
登
場
。
声
を

か
け
ら
れ
た
児
童
は
、
不
審
者
の
特

徴
な
ど
を
覚
え
、
先
生
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ポイ捨てごみなどを拾い集める子どもたちポイ捨てごみなどを拾い集める子どもたち

旭日双光章を受章した篠原さん ( 右 ) と下道町長旭日双光章を受章した篠原さん ( 右 ) と下道町長

桜
ヶ
丘
保
育
所
の
３
～
５
歳
児

が
、
保
育
所
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
温
泉
８
区
自
治
会
も
協
力

し
、
子
ど
も
た
ち
と
手
を
つ
な
い
で

道
路
脇
や
草
む
ら
に
目
を
こ
ら
し
ま

し
た
。
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
見
つ
け
る

と
、
次
々
に
ご
み
袋
に
入
れ
、
ま
ち

の
美
観
向
上
を
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。

　
最
後
は
記
念
撮
影
し
、
子
ど
も
た

ち
は
地
域
と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が

ら
清
掃
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

元
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
の
篠
原

功
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
（
地

方
自
治
功
労
）
を
受
章
し
、
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
篠
原
さ
ん
は
１
９
７
８
年
に
初
当

選
し
、
12
期
45
年
に
わ
た
っ
て
ま
ち

の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
し

た
。
伝
達
式
は
役
場
で
行
わ
れ
、
下

道
町
長
が
「
45
年
に
わ
た
る
町
へ
の

貢
献
に
感
謝
し
ま
す
」
と
勲
記
や
勲

章
を
手
渡
し
ま
し
た
。
篠
原
さ
ん
は

「
い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
」
と
周
囲
の
支
え
に
感
謝
し

ま
し
た
。
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

よりよい社会のため
洞爺湖町少年の主張大会

洞
爺
湖
町
少
年
の
主
張
大
会
が

役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
虻
田
中
学
校
、
洞
爺
中
学
校
の
代

表
者
６
人
が
参
加
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

誹
謗
中
傷
や
地
球
温
暖
化
へ
の
影
響

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

や
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
虻
田
中
学

校
３
年
生
の
白
井
遥
ノ
椛
さ
ん
は
、

７
月
17
日
に
室
蘭
市
で
行
わ
れ
た
胆

振
大
会
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
。
９
月
６
日
に
札
幌
市
で
行
わ
れ

る
全
道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

全道大会に出場が決定した白井遥ノ椛さん全道大会に出場が決定した白井遥ノ椛さん

洞爺湖温泉に訪れる観光客のため
虻高が足湯を清掃

交通事故根絶の決意を一つに
箱根町交通指導隊が来町

旬の地元野菜を販売
えんプロ市開催

地元の野菜を販売したえんプロ市地元の野菜を販売したえんプロ市

浴槽の汚れを落とす生徒浴槽の汚れを落とす生徒

　

６
６

６
13

７
１

６
14

虻
田
高
校
（
千
葉
佳
貴
校
長
）

の
１
年
生
12
人
が
洞
爺
湖
温

泉
の
足
湯
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
例
年
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の
一

環
で
、
洞
爺
湖
の
魅
力
を
知
り
、
地

域
貢
献
や
観
光
の
活
性
化
へ
と
つ
な

げ
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
洞
龍
の
湯
と
薬
師
の
湯

の
２
班
に
分
か
れ
て
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
普
段
は
お
湯
が
張
ら
れ
て
い

る
浴
槽
を
、
た
わ
し
や
デ
ッ
キ
ブ
ラ

シ
な
ど
で
磨
い
た
り
、
座
席
や
手
す

り
を
雑
巾
で
拭
い
た
り
し
て
、
一
生

懸
命
汚
れ
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
の
若
手
農
業
者
が
野
菜
の

移
動
販
売
を
行
う
「
え
ん
プ

ロ
市
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
野
菜
の
魅
力
を
広
め
よ
う

と
継
続
し
て
開
催
し
て
お
り
、
こ
の

日
は
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
、

虻
田
郷
土
資
料
館
駐
車
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
に
は
新
鮮
な
イ
チ
ゴ
や

越
冬
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
春
堀
り
長
い
も

な
ど
が
並
び
、
訪
れ
た
町
民
は
楽
し

そ
う
に
野
菜
を
選
ん
で
購
入
し
て
い

ま
し
た
。
８
月
～
10
月
に
も
各
会
場

で
販
売
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

洞爺湖町と交流を深めた箱根町交通指導隊の親善訪問洞爺湖町と交流を深めた箱根町交通指導隊の親善訪問

箱
根
町
交
通
指
導
隊（
加
藤
隆

司
隊
長
）が
、
洞
爺
湖
町
を

親
善
訪
問
し
ま
し
た
。

　
指
導
隊
は
役
場
を
訪
れ
、
洞
爺
湖

町
交
通
安
全
指
導
員
会
な
ど
の
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
し
た
西

岡
健
市
副
会
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
交

流
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
今
後

の
団
結
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
加
藤
隊
長
も
指
導
員
会
と
の
結
束

を
訴
え
、
出
席
者
は
交
通
事
故
根
絶

の
思
い
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。
続
け

て
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
、
事
故

対
策
を
確
認
し
ま
し
た
。
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お知らせ
information

暮
ら
し

を掲載しませんか広告に
　町では、地域経済の活性化を図るため、広報とう
やこに広告を掲載する民間の企業や自営業者を募集
しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きについてはお問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

ととううややここ

退
職︵
失
業
︶に
よ
る

特
例
免
除
制
度

国
民
年
金
か
ら

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人

が
退
職
（
失
業
）
す
る
と
、
役
場

の
年
金
担
当
窓
口
で
加
入
の
手
続

き
を
行
い
、
月
額
１
６
︐
９
８
０

円
（
令
和
６
年
度
の
金
額
）
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
人
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
特
例
免
除
制
度
は
、
退
職
（
失

業
）
し
た
年
度
お
よ
び
翌
年
度
に

限
り
、
利
用
で
き
ま
す
。
通
常
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に

は
、
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免

除
で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
申

請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審

査
し
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
す
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を

添
付
し
て
、
役
場
住
民
税
務
課
・

洞
爺
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
洞

爺
湖
温
泉
支
所
の
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３

－

50

－
１
０
０
４
）
住
民
税
務
課
住
民・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

小
さ
い
マ
ツ
カ
ワ
ガ
レ
イ

は
海
へ
戻
そ
う

　
「
王
蝶
（
お
う
ち
ょ
う
）」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
持
ち
、
白
身
の

高
級
魚
と
さ
れ
る
マ
ツ
カ
ワ
。
漁

獲
量
が
少
な
く
、
幻
の
魚
と
呼
ば

れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
マ

ツ
カ
ワ
の
稚
魚
を
放
流
し
徹
底
し

た
資
源
管
理
に
よ
り
安
定
し
た
漁

獲
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ツ
カ
ワ
の
資
源
確
保
の
た

め
、
令
和
６
年
８
月
８
日
～
令
和

７
年
８
月
７
日
ま
で
の
期
間
、
噴

火
湾
を
含
む
胆
振
総
合
振
興
局
管

内
沖
合
海
域
に
お
い
て
全
長
35
㌢

㍍
未
満
の
マ
ツ
カ
ワ
を
採
捕
し
た

架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
！

　
昨
年
７
月
よ
り
大
手
通
信
関
連

会
社
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」

ま
た
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
を
か
た
り
、

国
際
電
話
番
号
な
ど
か
ら
自
動
音

声
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
、
心
当
た
り
の
な
い
サ
イ
ト
の

利
用
料
な
ど
架
空
の
未
納
料
金
を

請
求
さ
れ
る
詐
欺
的
な
手
口
の
被

害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま

す
。

＜
ア
ド
バ
イ
ス＞

　
心
当
た
り
が
な
い
、
身
に
覚
え

の
な
い
料
金
請
求
は
相
手
に
せ

ず
、
無
視
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
＋
１
」
か
ら
は
じ
ま
る
国
際
電

話
番
号
や
「
０
５
０
」
か
ら
は
じ

ま
る
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
か
ら
の
不
審

な
電
話
に
は
対
応
し
な
い
、
か
け

直
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

「
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
購

入
し
て
、
カ
ー
ド
番
号
を
教
え
ろ
」

「
中
退
共
」の
退
職
金
制
度

　
「
中
退
共
」
は
中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が

受
け
ら
れ
、
外
部
積
立
型
で
管
理

も
簡
単
で
す
。
詳
し
く
は
中
退
共

は
典
型
的
な
詐
欺
の
手
口
で
す
。

電
子
マ
ネ
ー
裏
面
の
Ｉ
Ｄ
番
号
を

伝
え
る
と
電
子
マ
ネ
ー
を
取
り
戻

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
絶

対
に
応
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
出
典
:
消
費
者
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
令
和
６
年
６
月
11
日
公
表
「
大

手
通
信
関
連
会
社
を
か
た
る
架
空

請
求
詐
欺
に
係
る
注
意
喚
起
」
を

省
略

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　
中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部
（
☎
03

－

６
９
０
７
－

１
２
３
４
）
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お知らせ

行
　
政

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取

引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

募
　
集

　
土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・

営
業
譲
渡
な
ど
、
一
定
面
積
以
上

の
土
地
取
引
に
係
る
契
約
を
し
た

場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
土
地
が
所
在

す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で

す
。

※
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
提
出
様
式
や
制
度
の
詳
細
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積

・
都
市
計
画
区
域
内　
５
千
平
方

㍍
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
平
方

㍍
以
上

▼
届
出
者　
土
地
の
権
利
取
得
者

（
買
主
な
ど
）

▼
届
出
期
限　
契
約
締
結
日
か
ら

２
週
間
以
内

▼
提
出
書
類　
左
記
各
３
部

・
土
地
売
買
等
届
出
書

・
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

・
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮

尺
５
万
分
の
１
以
上
の
地
形
地
図

・
土
地
お
よ
び
そ
の
付
近
の
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
５
千
分
の
１
以

上
の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た

図
面

・
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す
る

場
合
）

■
届
出・問
合
せ　

　
建
設
課
管
理
・
土
木
・
都
市
計

画
係
（
☎
74

－

３
０
０
７
）

※
メ
ー
ル
も
可
（kensetu@

tow
n.toyako.lg.jp

）

　
８
月
21
日（
水
）か
ら
27
日（
火
）

ま
で
は
、「
全
国
一
斉
『
こ
ど
も

の
人
権
相
談
』強
化
週
間
」で
す
。

　
法
務
局
で
は
、
こ
ど
も
の
人
権

に
つ
い
て
の
専
用
相
談
電
話
「
こ

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
）
に
よ
る
人
権
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
い
じ
め
や
虐
待

な
ど
、
こ
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

・
平
日　
８
時
30
分
～
19
時

・
休
日　
10
時
～
17
時

■
問
合
せ　
こ
ど

も
の
人
権
１
１
０

番
（
☎
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１

０
）

▶
「
法
務
局
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け

ん
相
談
」
の
友

だ
ち
登
録
は
こ

ち
ら
か
ら

保険証が廃止され、マイナ保険証に一本化されます

　洞爺湖町の国民健康保険に加入されている人へ、
令和６年７月に令和７年７月 31 日まで有効な保険
証を送付しました。（期間中に 70 歳になる人や 75
歳になる人、国民健康保険税に滞納がある世帯な
ど、一部の人は有効期限が異なりますのでご注意く
ださい。）
　紙の保険証が廃止される 12 月２日以降も、有効
期限（令和７年７月 31 日）が切れるまでは引き続
き使用することができますので破棄しないでくだ

さい。（途中で洞爺湖町の国民健康保険を脱退した
場合は除きます。）

従来の保険証は令和６年 12月２日に廃止され、廃止日以降は新しい紙の保険証は交付されません。（今お
持ちの保険証は、有効期限が切れるまで破棄しないでください。）

マイナ保険証を持っていない人
　有効期限（令和７年７月 31 日）を迎える前に、

「資格確認書」を交付します。医療機関などを
受診するときは、「資格確認書」を提示するこ
とで、一定の窓口負担で医療を受けることがで
きます。

■問合せ　住民税務課（☎ 74-3002）
マイナンバーカードの申請：住民・戸籍年金係

「マイナ保険証」について：国民健康保険係

◀ 洞 爺 湖 町
ホームページ

◀厚生労働省
ホームページ

場
合
は
、
速
や
か
に
海
中
へ
戻
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
胆
振
総
合
振
興
局
胆

振
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
１
４
３

－

24

－

９
８
１
２
）

北
海
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

　
町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
導
入
し
、
全

道
統
一
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
人
は
、

受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日　
時　
10
月
17
日
（
木
）
～

10
月
21
日
（
月
）
13
時
30
分
～
15

時
30
分

▼
場　
所　
苫
小
牧
市
ほ
か
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こととううやや No.41
火山災害に備えるきっかけとする日として、明治

44年に浅間山に日本で最初の火山観測所が設置さ
れ、観測を始めた８月26日が「火山防災の日」にな
りました。
　有珠山は2000年の噴火から今年で24年が経過

８月26日は「火山防災の日」８月26日は「火山防災の日」

あなたにしかできない火山防災
火山災害は、発生してから被害を与えるまでの時

間が非常に短く、噴火が起きてから調べて行動する
のでは間に合わないことが多いです。
　そのため、事前に「どこが危ないのか」「危ない時
の情報をどうやって入手するのか」「危ない時はどう
行動するのか」を自分自身が知って、実際に行動でき
るようにしておくことが大切です。

火山防災対策
●火山の危険エリアを把握し
　ましょう
●火山情報を入手する手段
　（テレビ、ラジオ、インター
　ネットなど）を確認しましょう
●避難経路や避難場所を把握
　し、家族や地域の人と共有
　しましょう

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
（
３
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

▼
日　
時　

①
８
月
15
日
（
木
）

②
９
月
５
日
（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

▼
場　
所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
②

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
担　
当　
①
本
間
寛
菜
弁
護
士

（
の
ぼ
り
べ
つ
法
律
事
務
所
）

②
井
口
敦
弁
護
士
（
池
田
翔
一
法

律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係（
☎
74

－

３
０
０
２
）

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

▼
内　
容　
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
・

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
知
識

（
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
機
能
の
利
用
、

図
、画
面
の
切
り
替
え
、ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
の
設
定
な
ど
）

▼
日　
時

10
月
15
日
（
火
）
～

10
月
30
日
（
水
）
18
時
～
19
時
40

分
（
金
・
土
・
日
・
祝
は
休
講
）

▼
定　
員

15
人

救
急
の
日
講
演
会

　
が
ん
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
講
　
師　
中
谷
玲
二
氏
（
洞
爺

温
泉
病
院
院
長
）

▼
日　
時　
９
月
10
日
（
火
）
14

時
～
15
時
30
分

▼
場　
所　

伊
達
市
保
険
セ
ン

タ
ー

▼
定　
員

40
人
※
先
着
順
。
定

員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
込
方
法　
胆
振
西
部
医
師
会

に
電
話
申
込
み

■
申
込・問
合
せ　

胆
振
西
部
医

師
会
（
☎
25

－
６
５
６
５
）

▼
受
験
料　
７
千
円

▼
受
付
期
間　
８
月
19
日
（
月
）

～
８
月
28
日
（
水
）
８
時
45
分
～

17
時
30
分
※
12
時
～
13
時
、
土
・

日
は
除
く

■
問
合
せ　
上
下
水
道
課
管
理
係

（
☎
74

－

３
０
０
８
）

▼
応
募
期
間

８
月
22
日
（
木
）

～
９
月
19
日
（
木
）
※
電
話
受
付

は
８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
応
募
・
問
合
せ　
室
蘭
高
等
技

術
専
門
学
院
（
☎
０
１
４
３

－
44

－

７
８
２
０
）

し、これまでの噴火の周期から考えると、次の噴火
がいつ起きてもおかしくありません。
　この日を「家族で有珠山噴火対策を考える日」と
して、家族の備えを見直し、地域全体で火山災害に
備えましょう。

自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目　
①
航
空
学
生
②
一

般
曹
候
補
生
③
自
衛
官
候
補
生
④

防
衛
大
学
校
（
一
般
）
⑤
防
衛
医

科
大
学
校
医
学
科
⑥
防
衛
医
科
大

学
校
看
護
学
科

▼
資　
格　
①
海
上
・
18
歳
以
上

23
歳
未
満
、
航
空
・
18
歳
以
上
24

歳
未
満
②
③
18
歳
以
上
33
歳
未
満

④
⑤
⑥
18
歳
以
上
21
歳
未
満

▼
受
付
期
間

①
９
月
５
日
（
木
）

ま
で
②
③
９
月
３
日
（
火
）
ま
で
④

10
月
17
日
（
木
）
ま
で
⑤
10
月
９
日

（
水
）
ま
で
⑥
10
月
２
日
（
水
）
ま
で

▼
試
験
期
日　
①
９
月
16
日（
月
）

②
９
月
14
日
（
土
）
～
22
日
（
日
）

③
９
月
20
日
（
金
）
～
26
日
（
木
）

④
11
月
２
日
（
土
）
⑤
10
月
19
日

（
土
）
⑥
10
月
12
日
（
土
）

■
問
合
せ　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
０
１
４
３

－

44

－

９
５
３
３
）
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故口屋久美子さん
■６月15日死去■75歳■遺族はみどりさん■温１区

６月 20日から７月 19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

晴
れ
や
か
に
仕
舞
の
リ
レ
ー
雲
の
峰

　
　
　
　
亀
倉
千
鶴
子

屋
根
登
る
職
人
の
背
汗
光
る

川
上
智
恵

雲
の
峰
白
鳥
大
橋
下
に
お
く

　
　
千
葉
征
子

青
嵐
ポ
プ
ラ
並
木
の
大
は
し
ゃ
ぎ

　
　
長
曾
我
部
弓
子

短
夜
や
手
の
ひ
ら
で
遊
ぶ
消
し
ゴ
ム

　
　
　
　
　
佐
藤
美
風

夏
帽
子
少
し
あ
み
だ
に
岬
め
ざ
す

矢
野
知
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

７
月
定
例
会

寄
　
付

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
時　
①
８
月
17
日
（
土
）

②
９
月
21
日
（
土
）
９
時
30
分
～

12
時

▼
場　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３
担

当
河
合
）

住
民
税
務
課
住
民
・
戸
籍
年
金
係

（
☎
74

－

３
０
０
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
の

就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の

他
、
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日　
時　
９
月
12
日
（
木
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対　
象

15
歳
か
ら
49
歳
の

人
・
家
族

▼
内　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
０
１
４
３

－

50

－

６
１
８
６
）

Ｂ
型
肝
炎
給
付
金

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
Ｂ
型
肝
炎
の
給
付
金
・
訴
訟
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
時　
８
月
16
日
（
金
）
13

時
～
19
時
（
一
人
１
時
間
程
度
）

▼
場　
所　
伊
達
噴
火
湾
法
律
事

務
所

■
予
約
・
問
合
せ

伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
（
☎

22

－

３
３
２
８
）

※
予
約
は
平
日
９
時
～
17
時
30
分

故土屋和之さん
■６月13日死去■76歳■遺族は乃利子さん■温８区

故深戸芳恵さん
■４月26日死去■89歳■遺族は一雄さん■虻６区

故鈴木秀雄さん
■６月20日死去■83歳■遺族は中﨑信一さん■虻５区

故山家キクエさん
■６月27日死去■94歳■遺族は秀日さん■入３区

故船木貢さん
■７月10日死去■80歳■遺族は千代子さん■入１区

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

寄
付
物
品＞

▽
大
橋
久
さ
ん
（
温
８
区
）
▽
芦

原
正
雄
さ
ん
（
虻
５
区
）
▽
大
友

靖
子
さ
ん
（
虻
８
区
）
▽
佐
藤
範

子
さ
ん
（
入
４
区
）
▽
竹
内
廣
志

さ
ん
（
虻
５
区
）
▽
金
子
祐
子
さ

ん
（
虻
８
区
）
▽
正
源
な
み
子
さ

ん
（
虻
８
区
）
▽
阿
部
晃
さ
ん

（
か
っ
こ
う
ク
ラ
ブ
）
▽
今
野
陽

子
さ
ん
（
か
っ
こ
う
ク
ラ
ブ
）
▽

阿
部
友
子
さ
ん
（
か
っ
こ
う
ク
ラ

ブ
）
▽
毛
利
タ
カ
子
さ
ん
（
温
８

区
）▽
佐
藤
仁
美
さ
ん（
虻
５
区
）

▽
亀
田
信
子
さ
ん
（
温
１
区
）
▽

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
松
よ
し
▽
洞
爺
湖

温
泉
小
学
校
▽
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ

ロ
ン
た
か
▽
ケ
ア
ホ
ー
ム
う
ら
ら

▽
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
荘

▽
藤
兼
金
物
店
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食
家庭でも万全の食中毒対策を！
「食中毒」と聞くと、飲食店や給食施設で提供さ
れた料理が原因でたくさんの人が発症するイメージ
を持つ人が多いかもしれません。しかし、2022年
の発生場所が判明している食中毒のうち約 2割は
家庭で起こっています。
　食中毒は特に気温が高くなる初夏から初秋にかけ
て増えます。この時期は菌の増殖に適した気温であ
り、これに人の体力低下や不衛生な食品の取り扱い
などの条件が重なることで発生しやすくなります。

肉はしっかり加熱！生食はダメ！
肉に付着しているとされるカンピロバクターや腸

管出血性大腸菌は家畜の腸内にいる細菌なので、菌
をゼロにすることは困難です。
　ただ、これらの菌は熱に弱いという特徴があるた
め十分に加熱して食べれば、食中毒は予防できます。
肉などの刺身や生レバーなどのように生で食べるこ
とのないように心がけてください。
　バーベキューなど自分で肉を焼きながら食べる場
合も中の色が変わるまで十分に加熱し、生焼けのま
ま食べないようにしましょう。
　また、手指やまな板、トングなどを介して生で食
べる野菜や焼けた肉に菌が付かないよう、手指や調
理器具はしっかりと洗い、「生の肉をつかむ箸」と「加
熱後の食品をつかむ箸」は必ず使い分けましょう。

【安全に肉や魚を食べるために気を付けたいこと】
●肉や魚を買うときや家庭で保管するときは汁が他
の食品につかないように分けてビニール袋に入れる
●肉や魚を扱う前と後に必ず石けんで手洗いをする
●「（生肉が）新鮮だから安全」ということはあり
ません
●（調理中）二次汚染を防ぐため肉や魚は生で食べ
るものから離しておく
●肉や魚を切ったまな板や調理道具は洗浄後に熱湯
をゆっくりかけて殺菌する

　「食中毒」は腐敗とは違い、味もにおいも見た
目も変わりません。ですから人の五感で感じる
ことができないのが特徴です。
　腸管出血性大腸菌は少数の菌（2～ 9個）で
も重篤な症状を呈することがあり、場合によっ
ては命を脅かす可能性もあります。
見えないからこそ最大限の配慮をし、自分や大
切な家族の健康を守りましょう。

生焼けのレバー

腸管出血性大腸菌

虫毒
家庭でも万全の対策を！家庭でも万全の対策を！

さわやかだ
より

問合せ問合せ　健康福祉課 （☎ 76-4006）　健康福祉課 （☎ 76-4006）
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

今月の
１冊

から家書読 の
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今月の
リポーター
亀田智子さん

こ
ん
に
ち
は
。
４
月
か

ら
地
い
き
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
、
か
め
だ
と

も
こ
で
す
。
わ
た
し
は
、
い

り
え
・
た
か
さ
ご
貝
づ
か
館
で

「
縄
文
」
に
関
す
る
お
仕
事
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
「
縄

文
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

縄
文
時
代
は
、
今
か
ら
約

１
万
５
千
年
前
～
２
４
０
０
年

前
ま
で
の
間
、
１
万
年
以
上
も

続
い
た
時
代
で
す
。縄
文
人
は
、

森
で
木
の
実
を
集
め
、
か
り
を

し
、
海
で
魚
や
イ
ル
カ
な
ど
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
家
や
お
は

か
を
作
り
、
み
ん
な
で
助
け
合

い
な
が
ら
、
自
然
の
め
ぐ
み
を

受
け
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　
う
す
山
は
、
約
７
０
０
０
年

前
に
山
ち
ょ
う
が
く
ず
れ
た

後
、
大
き
な
ふ
ん
火
が
無
い
お

だ
や
か
な
時
期
が
続
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
と
う
や
湖
町
に

く
ら
し
た
縄
文
人
は
「
い
り
え

貝
づ
か
」
と
「
た
か
さ
ご
貝
づ

か
」
と
い
う
貝
づ
か
を
作
り
ま

し
た
。
貝
づ
か
で
は
、
縄
文
人

が
食
べ
た
貝
の
ほ
か
に
動
物
や

魚
の
ほ
ね
、
土
器
や
石
器
な
ど

の
生
活
の
道
具
、
お
は
か
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。「
い

り
え
・
た
か
さ
ご
貝
づ
か
館
」

で
は
見
つ
か
っ
た
も
の
を
見
た

り
、
さ
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
、「
土
器
作
り
」
や
「
ま

が
玉
作
り
」
な
ど
の
楽
し
い
体

験
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

受
け
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

※小学生向けの内容であるため、漢字の使用を限定的にしています

絵本の玉手箱　８月のおはなし会
■日　時 ８月５日 ( 月 )、19 日 ( 月 )10
時～ 11 時 30 分
■場　所 あぶた母と子の館
キッズタイム
■日 時 ８月 24 日 ( 土 )10 時～ 11 時
30 分
■場　所 あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児および保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）

だんだんできてくるダム
フレーベル館
　ある山深い土地にダムをつくり
ます。長い年月がかかる大がかり
な建設工事を、鳥の目線で、定点
から見つめて描いた絵本です。ダ
ムがだんだんとできあがってくる
ようすを楽しんでください。（あぶ
た読書の家所蔵）

だんだんできてくるダム

　ある山深い土地にダムをつくり

な建設工事を、鳥の目線で、定点
から見つめて描いた絵本です。ダ
ムがだんだんとできあがってくる

た読書の家所蔵）

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
姥
玉
み
っ
つ
（
西

條
奈
加
）
▽
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
悲

嘆
（
中
山
七
里
）
▽
守
護
者
の
傷

（
堂
場
瞬
一
）
▽
君
を
守
ろ
う
と

す
る
猫
の
話
（
夏
川
草
介
）
▽
ゼ

ロ
打
ち
（
相
場
英
雄
）
▽
十
字
路

（
五
十
嵐
貴
久
）
▽
テ
ミ
ス
の
不

確
か
な
法
廷
（
直
島
翔
）
▽
魂
の

歌
が
聞
こ
え
る
か
（
真
保
裕
一
）

▽
サ
ロ
メ
の
断
頭
台（
夕
木
晴
央
）

▽
し
ん
が
り
で
寝
て
い
ま
す
（
三

浦
し
を
ん
）▽
マ
リ
コ
、ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
（
林
真
理
子
）
▽
老
い
て

お
茶
を
習
う
（
群
よ
う
こ
）

＜

児
童
書＞

▽
イ
ラ
ス
ト
で
わ

か
る
難
読
漢
字
じ
て
ん
（
卯
月
啓

子
）
▽
は
じ
め
て
読
む
が
い
こ

く
の
物
語
１
年
生
（
横
山
洋
子
）

▽
は
じ
め
て
読
む
外
国
の
物
語

２
年
生
（
横
山
洋
子
）
▽
お
し
ご

と
そ
う
だ
ん
セ
ン
タ
ー
（
ヨ
シ
タ

ケ
シ
ン
ス
ケ
）
私
立
探
偵
家
学
園

４
地
下
迷
宮
の
わ
す
れ
も
の（
斉

藤
倫
）
▽
星
の
王
子
さ
ま
（
い
も

と
よ
う
こ
）
▽
く
れ
よ
ん
た
ち
の

き
ょ
う
は
な
に
を
か
こ
う
か
な
？

（
な
か
や
み
わ
）
▽
ま
よ
な
か
の

か
い
じ
ゅ
う
（
阿
部
結
）
▽
ぼ
く

の
お
う
ち
わ
た
し
の
お
う
ち（
た

け
う
ち
ち
ひ
ろ
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
ク
ス
ノ
キ
の
女

神
（
東
野
圭
吾
）
▽
告
白
撃
（
住

野
よ
る
）▽
カ
フ
ネ（
阿
部
暁
子
）

▽
ユ
ー
カ
ラ
お
と
め（
泉
ゆ
た
か
）

▽
毎
日
お
み
そ
汁
３
６
５
日
（
え

ち
ご
い
ち
味
噌
）

＜

児
童
書＞
▽
か
え
っ
て
き
た

へ
ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル
（
あ
き
や
ま

た
だ
し
）
▽
へ
ん
し
ん
マ
ー
ケ
ッ

ト
（
あ
き
や
ま
た
だ
し
）
▽
く
ま

の
が
っ
こ
う
ジ
ャ
ッ
キ
ー
し
あ

わ
せ
（
あ
だ
ち
な
み
）
▽
オ
バ
ケ

や
（
富
安
陽
子
）
▽
ど
ん
ど
ん
め

く
り
（
や
ぎ
た
み
こ
）

新
刊
案
内
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８
月
は
お
盆
や
花
火
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ

な
ど
、
火
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十
分

注
意
し
、
火
災
の
な
い
楽
し
い
夏

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

＜

ロ
ウ
ソ
ク
と
線
香＞

・
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
は
不
安
定
な
も

の
を
使
用
し
な
い

・ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
た
ま
ま
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
の
近
く
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

・
火
が
衣
服
に
着
か
な
い
よ
う
に

注
意
す
る

＜

お
家
花
火＞

・
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き

な
ど
を
読
ん
で
か
ら
遊
ぶ

・
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な

い
、
広
く
て
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ

・
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ

ツ
に
入
れ
て
確
実
に
消
火
す
る

・
風
の
強
い
日
は
花
火
を
し
な
い

・
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い

＜

Ｂ
Ｂ
Ｑ＞

・
着
火
剤
の
継
足
し
や
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
の
投
入
は
し
な
い

・
火
の
粉
が
飛
ん
で
も
安
全
な
場

所
で
行
う

・
使
用
済
み
の
木
炭
は
消
火
用
の

炭
壺
に
入
れ
る
か
、
水
に
十
分
に

浸
し
て
お
く

　
救
命
講
習
会
で
は
、
心
肺
蘇
生

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
の
手

当
な
ど
、
初
め
て
の
方
で
も
わ
か

り
や
す
い
講
習
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た

め
、
救
命
講
習
を
受
講
し
て
知
識

と
技
術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

講
習
修
了
者
に
は
「
修
了
証
」
を

交
付
し
ま
す
。

▼
日
　
時　
９
月
７
日
（
土
）
13

時
～
16
時

▼
会
　
場　
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署
会
議

室
（
洞
爺
湖
町
栄
町
58
番
地
）

▼
定
　
員

10
人

▼
募
集
期
間　
８
月
１
日
（
木
）

～
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
先　
洞
爺
湖
支
署
警
防
救

急
係
（
☎
76

－

２
１
１
９
）

６
月
26
日
に
安
平
町
と
き
わ
公

園
で
胆
振
地
方
消
防
訓
練
大
会
が

開
催
さ
れ
、
洞
爺
湖
消
防
団
か
ら

は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
に
第
１
、２
分

団
（
混
成
）
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法

に
第
３
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
胆
振
地
方
の
全
12
消

防
団
が
出
場
し
、
消
防
団
員
が
消

防
器
具
の
操
作
要
領
、
動
作
や
放

水
完
了
ま
で
の
時
間
を
競
い
合
い

ま
す
。
洞
爺
湖
消
防
団
は
約
１
ヵ

月
の
訓
練
期
間
の
成
果
を
発
揮

し
、
ポ
ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
音
声
通
話
が
困
難
な
方

が
、
自
宅
に
あ
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
利
用

し
て
文
字
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

や
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

機
能
を
通
し
た
、
簡
単
な
画
面
操

作
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
で
き

る
安
心
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。詳し

く
は
西
胆
振
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
火
災
出
動
し
た

場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害
案

内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
災
害
案
内
:
23

－

７
１
７
１
︼

統
一
標
語

　
﹃
守
り
た
い

　
未
来
が
あ
る
か
ら

火
の
用
心
﹄

プ
操
法
と
も
に
優
良
賞
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

ジ
（http://nfd119.sakura.

ne.jp/

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
（
☎
21

－

５
０
０
３

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

４

１
２
９
）
／
洞
爺

湖
町
役
場
健
康
福

祉
課
（
☎
76

－

４

０
０
６
）

第１・２分団第１・２分団第３分団第３分団

▶
西
胆
振
行
政

事
務
組
合
消
防

本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド

消
防
だ
よ
り
119119

夏
型
の
火
災
に

　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

胆
振
地
方
消
防
訓
練

  

大
会
に
出
場
し
ま
し
た

普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　

１
１
９
番
通
報

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
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５
月
18
日
に
今
年
度
最
初
の

行
事
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
花
見

（
観
桜
会
）
を
清
水
友
愛
の
里
の

敷
地
内
で
実
施
し
ま
し
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
晴
天
の
中

で
観
桜
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

食
事
で
は
、
ラ
ム
肉
の
焼
肉
、

鶏
肉
の
炭
火
焼
き
、塩
焼
き
そ
ば
、

お
に
ぎ
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
デ
ザ
ー
ト
で
プ
リ
ン
を
提
供
し

ま
し
た
。
屋
外
で
炭
火
を
お
こ
し

て
食
べ
る
食
事
は
、
格
別
な
も
の

で
あ
り
、利
用
者
の
皆
さ
ん
は「
美

味
し
い
ね
」
と
満
足
し
て
食
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
「
借

り
人
競
争
」、「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
」、「
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ

う
」
の
３
つ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
借
り
人
競
争

で
は
普
段
関
わ
る
こ
と
の
少
な

い
、
さ
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

友
愛
の
里
の
利
用
者
、
職
員
が
交

流
で
き
、
一
緒
に
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
、
職
員
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
は
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
、

職
員
が
お
題
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
し

て
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
当
て
て
も

ら
い
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
で
は
、

大
き
い
画
用
紙
に
描
か
れ
た
木
の

絵
に
、
手
作
り
の
桜
の
花
び
ら
を

付
け
、
綺
麗
な
桜
を
咲
か
せ
ま
し

た
。花

見
（
観
桜
会
）
当
日
は
本
物

の
桜
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
作
ら

れ
た
桜
の
パ
ネ
ル
は
花
見
ら
し

く
、
華
や
か
で
と
て
も
き
れ
い
な

桜
の
木
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
に
は
完
成
し
た

桜
の
木
と
一
緒
に
記
念
写
真
も
撮

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
花
見
（
観
桜
会
）
は
、

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
食
事
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
利
用
者
の
皆

さ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
も
ゆ
っ

く
り
、
の
ん
び
り
と
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て

久
し
ぶ
り
に
外
食
を
し
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用

者
と
話
を
し
て
「
お
肉
が
食
べ
た

い
」、「
お
な
か
一
杯
食
べ
た
い
」

と
の
希
望
が
あ
り
町
内
の
焼
き
肉

店
で
の
食
事
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
外
食
も
で
き

ず
、
買
い
物
も
感
染
予
防
の
た
め

職
員
と
一
緒
に
出
掛
け
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
昨
年
よ
り
町

内
は
職
員
と
一
緒
で
は
な
く
て
も

外
出
が
可
能
と
な
り
、
今
年
度
に

入
っ
て
か
ら
は
外
食
も
解
禁
さ
れ

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
外
食
の
た

め
か
、
時
間
よ
り
早
め
に
迎
え
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
気
持

ち
が
は
や
り
、
外
で
迎
え
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。

　
普
段
は
世
話
人
さ
ん
が
、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
作
っ
て
く
だ

さ
り
、
量
も
多
過
ぎ
ず
少
な
過
ぎ

る
こ
と
な
く
提
供
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
の
外
食
だ
っ
た

た
め
好
き
な
物
を
食
べ
る
よ
う
に

と
声
を
掛
け
て
焼
肉
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
普
段
か
ら
の
習
慣
な
の

か
、
皆
さ
ん
必
ず
野
菜
も
し
っ
か

り
と
食
べ
て
い
ま
し
た
。
普
段
は

ご
飯
を
少
し
し
か
食
べ
な
い
方
も

普
段
以
上
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
食
べ
な
が
ら
仕
事
の
こ
と
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
の
こ
と

な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
「
今

度
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
」
と
の
声

も
聴
か
れ
、
今
後
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
よ
う
に
町
外
へ
の
外
出
時
に
も

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
で
の
食
事
や
喫

茶
店
な
ど
の
利
用
も
増
え
る
こ
と

な
ど
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
感
染
予
防
対
策
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
楽
し
む
こ
と
を
伝
え

な
が
ら
、
個
々
の
楽
し
み
が
増
え

て
い
く
よ
う
な
支
援
が
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

79
第

回

清
水
友
愛
の
里
で

花
見
を
開
催

久
し
ぶ
り
の
外
食

で
焼
肉
を
堪
能
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　令和６年７月４～６日にかけ、香港にあるメリーマ
ウント小学校の児童 28 名が、洞爺湖有珠山ジオパー
クを訪れました。
　香港には「香港ユネスコ世界ジオパーク」があり、
日本の３つのユネスコ世界ジオパーク（糸魚川、阿蘇、
島原半島）と姉妹提携を結んでいます。
　今回は北海道でユネスコ世界ジオパークについて学
びたいと、アポイ岳ジオパーク（様似町）を訪れた後、
洞爺湖有珠山ジオパークに到着しました。
　到着日は壮瞥町で有珠山のガイドツアー、２日目は
豊浦町でホタテの養殖について学んだ後、洞爺湖の中
島に行きました。最終日はだて歴史文化ミュージアム
を訪れ、大地の成り立ちや北海道の歴史について学ぶ、
もりだくさんの行程でした。
　世界中で自然災害が多発する現在、火山や防災・減
災について学ぶ場所と機会が求められています。
　大地の成り立ちとともに、壮大な景観やおいしい産
品などの恵みを伝えるジオパークでは、今後海外から
の教育旅行も増えていくかもしれません。

香港の小学生が研修にやってきました！

８月26日は「火山防災の日」８月26日は「火山防災の日」

昭和新山を見ながら火山について学びました昭和新山を見ながら火山について学びました

噴火湾の恵み・ホタテについてお話を聞きました噴火湾の恵み・ホタテについてお話を聞きました

▲大森房吉教授

　令和５年、活動火山対策特別措置法（活火山法）の
一部改正により、毎年８月 26 日が『火山防災の日』
に制定されました。
　これは明治 44（1911）年８月 26 日に、浅間山（長
野県と群馬県にまたがる活火山）に日本で最初の火山
観測所が設置され、器械を用いた近代的な観測が始
まったことに由来しています。
　浅間山では明治 42 年から噴火が相次いで発生し、
周辺住民は大噴火が起きるのでは、と心配していまし
た。この時、火山観測所の建設を強く働きかけたのが、
東京帝国大学の大森房吉教授でした。明治 43 年の有
珠山噴火で、世界で初めて噴火中の火山に地震計を持

ち込み、地震観測を行った研究者です。
　大森博士は明治 35 年に起きた伊豆鳥島（いずとり
しま）の噴火で、全島民 125 名が亡くなったことを
踏まえ、火山を常に観測し、住民の安全確保を目的と
した火山防災が必要だと説きまし
た。
　『火山防災の日』をきっかけに、

「噴火のとき、安全な場所にいるに
はどうしたらよいか」ご家族や
ご友人ともお話してみてはいかが
でしょうか。

（写真転載、参考：気象庁 HP）

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産

English ver

Jomon Prehistoric Sites 
in Northern Japan

■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）



13 日 ( 金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
時  11:15 ～
所  ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

17 日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

18 日 ( 水 ) 結核・肺がん検診
所  虻田地区

19 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
結核・肺がん検診
所  虻田・洞爺地区

20 日 ( 金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）
結核・肺がん検診
所  洞爺地区

21 日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

24 日 ( 火 )
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

27 日 ( 金 )

洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎ 82-5111）
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  入江保育所（☎ 76-4317）

８月１日 ( 木 )
～ 31 日 ( 土 )

ビエンナーレコレクション展Ⅲ

8 月 15 日 ( 木 ) 無料法律相談会

17 日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

20 日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

21 日 ( 水）
乳児健診
時  12:30 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

22 日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

23 日 ( 金 )

洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎ 82-5111）
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）

25 日 ( 日 )
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

26 日 ( 月 )
フッ素塗布
時  13:00 ～ 15:00
所  洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

29 日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

30 日 ( 金 )
保育所開放
時 10:00 ～ 11:30
所 入江保育所（☎ 76-4317）

9 月 5 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

6 日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

9 日 ( 月 )
フッ素塗布
時  13:00 ～ 15:00
所  健康福祉センター（☎ 76-4006）

10 日 ( 火 )

コグニの集い
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
子育てセミナー③
時  10:00 ～ 11:30
所 健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

11 日 ( 水 )
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

12 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
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ピックアップイベントピックアップイベント

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ｐ 10詳
ピックアップイベント詳

ｐ 11詳

ｐ 11詳

ｐ 10詳
洞爺湖芸術館からのお知らせ

《４月の開館時間》9：00 ～ 17：00（受付は 16：30 まで）
ビエンナーレコレクション展Ⅲ
■日　程　８月１日（木）～８月31日（土）
■問合せ
洞爺湖芸術館（☎87-2525）
WEB　http://www.geijutukan.net/

クラッシュゼリーキャンドル作り
　プルプルなジェルキャンドルをハサミで切ったり、手で
ちぎったりしてカラフルなゼリーキャンドルを作ります。
■日　時　①８月10日（土）～13日（火）、17日（土）～19
日（月）、23日（金）～25日（日）②７月26日（金）～８月18
日（日）　９時～11時、13時30分～15時30分
■場　所　①洞爺湖ビジターセンター1Fレクチャー
ルーム②洞爺財田自然体験ハウス学習室※毎週月曜（祝
日の場合は翌日）休館
■対　象　小学生～大人※未就学児は保護者同伴
■定　員　なし※予約不要
■参加料　800円
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター（☎75-2555）、洞爺
財田自然体験ハウス（☎82-5999）
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東奔西走

虻田神社のホタテ風鈴。涼し気な音も風情があってと
ても良いのですが、子どもたちの願い事が記された

短冊が素晴らしかったです。子どもらしい夢やまっすぐ
な思いが夏の暑さを忘れさせてくれました。（Ｄ.Ｙ）

５年ぶりに開催されたレークスポーツ教室の取材に伺いまし
た。子どもたちは楽しそうにカヌーへ乗り込み、湖へ漕ぎ

だしていきました。また、そんな姿にカメラを構える保護者の
方にも笑顔が見られて、とてもほほえましかったです。（Y.Ａ）
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町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
ど 様 々 な 情 報 に 加
え、フルカラー版広
報紙もご覧いただけ
ます！
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史
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の
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を
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ィ
ア
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入
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爺
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際
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協
会
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立
30
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ま
し
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受
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入
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佐
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懐
か
し
く
思
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の
は
、
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所
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も
と

の
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流
で
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。
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な
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国
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の
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も
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が
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っ
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世
界
に
目
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向
け
れ
ば
戦
争
は
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だ
途
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、
国
際
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流
の
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感
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。
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